国土交通労働組合第13回定期大会　議事録
2023年9月10日09:00～11日15:00
於：東京都両国KFC Hall Annex
文責：九州気象支部書記長　雜山浩秀
【開会挨拶】
吉岡副委員長：おはようございます。今日は第13回定期大会開催にあたり全国各地からの参集、オンライン参加の方々、奮闘に敬意を表したい。ご来賓の皆様にはご臨席に感謝申し上げる。近年は国土交通行政でもデジタル化が進んできている。ドローンで地形図の3次元化、完成イメージの3次元表示などが可能になっている。組合活動はアナログな手法だが信頼を勝ち得る手段だと思う。長年にわたって正規から非正規への置き換えで行政サービスが攻撃されてきた。今年は民間労組のストライキも話題になった。多くの海外諸国ではストライキで大幅賃上げを勝ちとってきている。公務員は争議権がなく代償措置の人事院勧告があるが機能していない。組織強化が最重要課題である。活発な議論で強化されることを願い、道を切り開く運動を発展させる議論をお願いして開会の挨拶としたい。

【資格審査等】
代議員95/119名、執行部21/21名、会計監査1/2名出席で成立。
　議長選出、各種委員会の設置、大会書記長の設置

【挨拶】
山﨑委員長：開催にあたりご挨拶申し上げたい。昼夜を問わず最前線でご奮闘いただいている皆さんに敬意を表したい。組合員の皆さんに感謝申し上げたい。本日ご多忙中にもかかわらず駆け付けていただいた国公労連浅野書記長、尾林顧問弁護士の方にも感謝申し上げる。本日は近隣の両国国技館は秋場所の初日で賑わうだろう。物価高騰が日々の生活に大きな影響を与えている。賃金引き上げについて所感を述べる。全ての労働者の大幅賃上げが必要ということで春闘をたたかってきた。国公労連に結集して人事院に緊急勧告、臨時勧告を求めるなどしたが、人事院は耳を傾けることなく、夏の人事院勧告の内容は不十分な内容だった。民間の奮闘で、連合発表では4％の賃上げを勝ちとったが、人事院の官民格差は0.96％、定昇を含め2.7％とされ、コロナ不況や物価高騰で経営難の中小企業を含めた内容になっている。最低賃金制度や公契約法の制定など労働者全体の運動を進めて行くことが重要。15分単位での休暇取得、夏季休暇取得期間の拡大など、粘り強く声を挙げ続けてきた成果が出てきている。通勤手当や寒冷地手当など、山積している課題に引き続き追及していく必要がある。組合員の減少に歯止めが掛からず、この2年間は組織拡大3か年計画に取り組んでいる。加入拡大の困難性についてはメリット・デメリット論に陥りうまく説明ができないとの声がある。労働組合はどんな組織なのかという点について記載しているが、「君子は義に喩り、小人は利に喩る」と論語にある。皆さんは精進ではなく君子であるかと思う。メリットがないから脱退するという方には弱い立場の者が団結する仲間に加わることの重要性を説いて欲しい。それでもダメならスッパリ諦めるしかないが。弱者の味方となって強者と戦うためには、組織として動くことが大きな力となっている。弱者を支援できるような取り組みとなっている。大同団結の意義と目的について改めて言及するが、弱点を補い得意分野を伸ばす、助け合い支えあいながら進んで行くことが必要。今後も議論を進めて行くことが必要。互いが叱咤激励して進んで行く。青年交流集会は成功裏に終わった。暁ジャパンの活躍はご存じかと思う。私も感動した。バスケットの世界では身長差が大きく、どんでん返しは出にくいと言われているが信頼関係とチームワークでオリンピックへの切符を掴んだ。信頼関係とチームワークで要求実現に向けて歩みを進めて行こうではありませんか。2日間宜しくお願いいたします。

国公労連浅野書記長：奮闘に経緯を表する。国公産別への賛同に感謝申し上げる。笠松書記次長と吉原中執の選出に感謝申し上げる。年次休暇15分単位取得、夏季休暇取得期間の前後1か月延長は労組からしっかりと声を挙げていただいた成果だと感じている。大会議論について3点お伝えする。一つが、全員参加型の運動と人づくり、ステークホルダーの市民との協働の実践を提起させていただく。団体と繋がりを持って取り組んでいく。国会請願署名の紹介議員が100名を超え大きな世論を作り出している。2つ目は定員合意化計画の中止撤回、目標数を算出させないこと、給与制度のアップデートの問題に取り組む。ドラスティックな給与制度の改悪による不合理な弊害を是正すること、モチベーションを上げ格差を改善すること、職員の納得性と組合との対話を求めていく。3つ目はジェンダー平等推進である。職場採択に向けた運動を進めて行きたい。具体的には春闘期に提起する。こうした運動への結集を呼び掛けておきたい。引き続き共に頑張りましょう。

八王子中央尾林弁護士：顧問弁護士の尾林です。全国からの参加者に連帯の挨拶をしたい。顧問弁護士とは組合の皆さんのために身を粉にして働くということである。私の法律事務所に電話すると無料で相談対応可能であり、全国から相談が寄せられている。私は生甲斐を持って働かせていただいているが、何故かと言うと組合活動の活気から勇気を頂いている。組合に相談を寄せよう、顧問弁護士に相談しようとされている。協働の力は様々な分野が大同団結して出来上がっていると聞いている。国公労連でも活躍しているし、全労連や署名協力を通じて民間とネットワークを通じて活躍している。世界的なネットワークを広げていることにも感心しており、海外調査に同行させていただいている。自費で出向いているので安心してほしい。私自身は沢山の公務組合と活動してきたが、新自由主義での公務の縮小解体を阻止するために活動してきた。私の名前で検索すると論文や本が出てくる。世界では長く続いた公務解体縮小の流れは大きな転換期を迎えている。杉並区長に当選した方は民営化の弊害を調査するシンクタンクの調査員の方で以前から親しくさせていただいていた。PFIを見直す動きが全国各地である。様々な公務労働者の充実を求める運動はこれまでの流れを転換させる力となっている。アメリカを訪問した時に、戦争反対は労働組合が議論すべきではないとの声もあったが、予算が軍事費に回されて労働条件の改悪に繋がると話し合い、イラク戦争時に反戦労働者連盟は大きな進展を得ることができた。徹底的に議論することで組合員の腑に落ちる議論ができている。イギリスにはユニソンという大きな労働組合があり、街を歩くとステッカーが貼ってある。HPを見るとパブリックキャンペーンが掛かれており、フェアな人に頼みたいか、バランスシートを横目で眺める人に任せたいかと書かれていた。バランスシートを横目で眺める人というのは実際の労務にタッチせず収支計算にしか興味がない人のことである。水道民営化反対の方々がYouTube1分間動画を作成しておりわかりやすかった。国土交通労組でもやってみてはどうか。機関誌コンクールでも審査してはどうか。これからも皆さんのために奮闘する。共に頑張りましょう。

【祝電披露】
全医労のものを紹介。

―休憩―

【議案提案】
第1号議案
後藤書記長：本定期大会にあたりご奮闘に深く敬意を表したい。今年の夏は猛暑が続いていて日頃の業務が大変な中で体調管理も難しかったのではないか。秋のたたかいに向けて健康に気を付けながら頑張って行ければと思う。議案集と補足議案集と資料集等を中心に提起する。東北の青年交流集会の写真をプレゼンの冒頭に乗せているが私自身宮城県の出身である。参加して良かったとの声が多く寄せられ嬉しく思っている。シンポジウム形式で東日本大震災時の対応について説明された。当時、私自身は青森県に転勤していたが、たまたま当日は宮城県に出張していた。円安が続き原材料や燃料等で経営が悪化した企業もあれば増益した企業もあり明暗が分かれた。経団連の発表では賃金が大幅増となっているが実質賃金はマイナスが続いており生活は厳しい状況が続いている。大企業の内部留保は過去最高の511兆円となっており賃上げが十分できる状況である。初任給の改定が進んでおり、若手獲得に力を入れる企業が70％を超えている。シニアの処遇改善が進んでいる。最低賃金は加重平均1004円になった。最低賃金を1500円に上げた際の経済波及効果は労働総研のまとめによるとGDPを1.9％増加させ税収が2兆円増加すると見込まれている。公務労働者を巡る情勢としては志望者が過去最低になっている。人事院勧告は少額で生活改善に繋がらない。一時金は期末手当と勤勉手当に0.05月加算となっている。期末手当に付加されたのは一定の評価だが、基本給をより加算すべきだったとの専門家の意見があった。公務員を敵視する維新の会が勢力を伸ばしており公務員の人件費を巡る状況は予断を許さない。人事院勧告の夏季休暇取得期間の延長、15分単位での休暇取得は組合の要求の成果である。地域手当の大括り化は賃金制度のアップデートと併せて見直される予定だが、アップデートの内容も含めて注視が必要。各府省の低位に要求では差引1082人の増となっている。今年から定年延長に伴う特例定員が出て来ている。定員合理化計画についてストップさせるとりくみが重要。岸田内閣の支持率は不支持が過半数となり支持を大きく上回っている。日本維新の会の維新八策には公務員の給与を「適正化」すると書かれており、増員に関しても承服しないと硬直した態度を示している。平和に関してはG7での岸田首相の言及が不十分であった。西武のストライキは連合系の組織だがストライキの実施について大きく取り上げられ世論も賛同的だった。名目賃金、実質賃金の推移のグラフを表示しているが日本はこの30年間賃金が上がっていない。体制拡充署名は審議未了となったが紹介議員数は100名を超え自民党議員からも賛同者が増えている。取り組みについてプレゼン資料に写真等を掲載している。10月の支部代表者会議はブロック地協毎の開催から全国１か所での開催に切り替える。体制拡充署名については引き続き取り組む。中国港湾空港支部の取扱いについて、組合員が4名となって危機的状況となっている。組織再生の道筋の道筋が見えなかった場合は、本部直轄を含めて責任を持って対応する旨で書かせていただいた。規約の改正案を記載している。

第2号議案
財政提案（中略）、計監査報告（中略）
第3号議案
　会議の運営の見直し、ペーパーレス化を推し進めるが、組織強化拡大のためにメリハリのある予算執行を検討する。秋の拡大支部代で議論し第13回中央委員会へ付託する。（後略）

運輸部門：体制拡充署名に旺盛に取り組んでいく。上限規制に掛かる2024年問題に対応するため増員があったが既存職員を異動させただけであり職員任せになっている。官房交渉等で声をぶつけていきたい。組織拡大については取りこぼしがないよう声掛けをし、機関誌配布で声掛けを進める。未加入者への声掛け、脱退防止等の報告があった。組織拡大に取り組んでいくことを確認した。以上報告する。

航空部門石井事務局長：49名参加のもとハイブリッド方式で開催した。37名が会場参加した。取り組みの総括を行い、定員獲得に向けた活動方針について意思統一を行った。21の発言があった。職場待機の問題、待遇に不均衡が生じている、育児介護がある職員へは負荷が非常にかかるとの報告があった。コミュニケーションを図ることで仲間意識が生まれてくる。脱退希望者が後を絶たない状況が続いており、身近な職場課題のとりくみが必要との声があった。機関誌国交労組や国公労組Expressを掲示板に活用する。航空保安大学校の移転料に関する取り組みについて不利益遡及を許さない取り組みを強化していくことを確認した。

建設部門寺田事務局長：8月19日にオンラインで議案書を見て議論を深められるよう議案提案を行って支部で討議を行って頂いた。昨日の委員会で意見を持ってきてもらって議論した。46名参加した。冒頭では尾林弁護士から公共水道事業の民間移管に関する勉強会を開催し、公務の切り売りを許さないたたかいについて決意を固めた。超勤上限規制について災害対応において委託業務に頼らざるを得ない状況を報告し当局を追及することを確認した。長時間過密労働で辞職者を出さないよう、困った時には労働組合に相談しようということで機関誌や壁新聞を活用しようと意思統一した。

気象部門梶田事務局長：気象部門は支部代表15名、部門3名の18名で気論した。35件の発言があり活発な議論が行われた。職場課題を中心に解決した話を共有しながら、管区毎に対応が違うことを確認し、職場段階での取り組みが必要であることを確認し、所属長交渉が必要であることを確認した。災害対応等で厳しい状況を強いられており、体制拡充が必要であることはもちろん、これ以上の削減を許さない戦いが必要。業務再編等の計画が明らかになっており、体制拡充署名に旺盛に取り組むことを確認した。国民のための気象行政を確立することを確認している。組織を活性化拡大するためには機関誌などで組合を知ってもらうことが必要。北海道では若手が活動し分会が拡大に繋げた事例の報告があった。組合の重要性を説明すれば拡大に繋がる。沖縄気象支部からは11月の女性交流集会に積極的に参加していくことを確認している。職場問題を解決するためには分会活動の活性化が必要であり、全員参加型の取組を進めることを確認し全会一致で議案書を採択した。

港湾空港吉岡：安藤特任にもご参加いただき21名参加した。組織強化拡大緊急層行動を掲げ、総力を挙げて取り組むことを意思統一している。中国港湾空港支部の状況について他支部も他人事ではなく、再生していくことを不退転の覚悟で臨むことを決意表明している。次世代育成について職場に当たり前のように組合があって加入できる仕組みづくりを望みたいとの声を聞いた。組織率が上がるよう頑張りたいとの意思統一を行った。今後最重要課題の加入拡大のチラシを作る等のイメージを深めることができた。休職者の実態を調査し当局を追及していく、非常時の体制を確立していくための組合が必要、署名を通じて総行動を盛り上げていくことを議論し、部門議案について確認した。

―休憩―

議事運営委員長藤川：発言用紙26件提出。発言時間は一人4分。

沖縄気象大城：沖縄地協の事務局長と女性交流集会実行委員を担当している。11月11～13日に沖縄本島南部を中心に女性交流集会を開催する。沖縄戦の中でガマと呼ばれる洞窟への入壕やフラワーセラピーの癒し体験、おきなわワールドの自由行動などのびのび交流、意見交換できる場を設ける予定である。交流会参加の呼び掛け、送り出しにご協力をお願いしたい。現在女性交流集会の物販活動を行っている。各支部から注文も続々というかそこそこ来ている。9月12日までの〆切としているが、まだの所は9月末までは受け付けるのでご協力をお願いしたい。既に購入していただいた代議員オブザーバーの方々に感謝するが、無くなるまで宣伝するので押し売りになる前に購入していただくようお願いしたい（笑）。

九州港湾空港仙道：お疲れ様です。先程話があった人事院勧告で通勤手当の改善がなされなかった点について言及する。九州は新幹線王国である。鹿児島、長崎など新幹線が走るようになったが在来線が減便されている。新幹線通勤では給与が手出しになってしまう。現物支給して欲しいが法律上できないので全額支給するよう昨年11月に署名と実態アンケートを国公九州ブロックと福岡県国公で調査した。その結果、人事院の民間給与実態調査に盛り込ませることができたが、今年の人事院勧告では調べたにもかかわらず結果が掲載されていない。通勤費用は格差外で民間比較ではない。人事院は財務省に話をしないといけない。特急料金を含めた通勤手当は民間平均92,014円である。全額支給に向けた改定を給与制度のアップデートで実施する旨の話があったが、遠方に異動させられる人事が懸念される。適正な通勤時間も含めながらどう上げていくか考えないといけない。職員の家庭環境に問題が出てくることを懸念している。人事院との交渉に問題点を持って行って財務から金をとってくるとりくみが必要。

北海道運輸鈴木：定員外職員の処遇改善について、5年雇い止めについて助言を頂きたい。定員外職員を参加させて取り組みを進めて行きたいと考えている。5年雇い止めのルールはないとの回答であるが、分会には6年目を希望する定員外職員に公募に応募しなさいと言っている。不採用になった場合にどう動くべきか。新たな採用者についても通知は来ており、覆すのはほぼほぼ不可能である。組合が頑張ると言っても不採用であれば組合は力がないと思われる可能性がある。ここの悩みを改善しないととりくみにくい。不採用の場合追及するが覆せないのであれば当人には何のプラスにもならない。いい助言があればお願いしたい。

関東建設依田：定員外職員の処遇改善のとりくみについての補強と提案である。整備局では期間業務職員の問題解決のためにとりくみ、毎年大きな前進を取ってきた。ボーナスの拡大、賃金改正の遡及、月18日間勤務しないと退職金がなくなってしまうので2月に1日でも休むとアウトになってしまう件について内閣人事局の交渉に参加して訴えて来ており今年改定させた。この運動に参加した仲間は昨年雇い止めに遭ってしまった。整備局建設の職場でも3年雇い止めを過去に突破し6年目を受けて取り組んだが、全員が総合的判断の結果という訳の分からない理由で雇い止めに遭ってしまった。このことに絡んで内閣人事局が人事管理官会議の幹事会で各府省の担当者に「期間業務職員を排除する取扱いは任用に抵触すると考える」と言っている。3年雇い止めを突破したとき、共産党やれいわ新撰組が国会答弁した。定員外職員に対する取組の強化を。

神戸海運八澤：高齢期雇用の点について発言する。賛成の立場であり補強発言である。今年度から定年年齢が2年毎に1歳ずつ上がっていく。これについて内容の具体が示されておらず不安の声が挙がっている。特例定員があり問題ないとの当局回答であるが、職場では定数を食うため短時間再任用しかいない。一方、欠員がある状況のためフルタイムの再任用が行われている職種もある。具体的な内容が明らかにされないと不安は払拭できない。こういった流れで定員合理化計画が策定されると困る。前回は内閣人事局が通知しただけだった。私たちの職場では人手が足りない中で定員合理化計画が強行されている。定員合理化計画の撤廃や増員を勝ちとるために奮闘していきたい。

建設研究機関番場：馬場ではなく番場である（笑）。再任用3年目になるが、定年延長者と再任用者で20％も給与が違う状況が併存することになる。政府自民党の放漫な愚策が招いた結果である。暫定再任用者の劣悪な処遇改善が必要。給与月額の抜本的な改善や短時間再任用者の宿舎の入居等を要求することが必要。再任用者が退職前と同じ業務を担当している。違うのは働いている日数だけである。ボーナス支給月数が非常勤職員よりも低い。非常勤の条件も劣悪だと理解しているが、官房交渉でも回答はなかった。本省や人事院の見解を教えていただきたい。暫定再任用者に関する問題へのとりくみの強化を。

門田副委員長：九州港湾空港仙道代議員からの情報共有に感謝する。自宅を購入していて新幹線通勤したい方は一定数いるので全額支給を求めていく必要がある。新潟県では上限はあるが原則全額支給されている。定員外職員の5年雇い止めの件については待遇改善委員会でも取り上げたが、当局はルールはないと言っていたが、6年目の実績がないと言っていた。本人にアドバイスするのであれば6年目の公募と別の公募を並行してやって行く必要がある。助言については並行してやって行く必要がある。番場代議員の件については同一労働同一賃金の観点から追及していきたい。基本要求を記載したが、要求書をまとめる時により詳細に記載したい。

梶田書記次長：依田代議員からの発言について、フルタイム希望15名、短時間8名の希望が通っていなかった。建設等では短時間の希望者が多かった。当局が短時間しかできないと事前アナウンスしていたのではないかと考えている。実態を明らかにする必要がある。内閣人事局人事政策統括官が暫定再任用職員はフルタイムを基本にと答弁しているが、この基本方針があるにも関わらず短時間再任用を続けている。本人の希望を尊重ということが基本になる。特例定員については2024年度は1933人である。こういったことは当局が組合にしっかり説明しないといけない。本当に大丈夫なのかしっかりと数値を示させることが必要。新たな定員合理化計画策定を阻止させなければならない。新たな定員合理化目標の検討中止を求める団体署名を実施し、政府に定員削減を撤回することを求めて働きやすい職場づくりを進めていきたい。

中国建設来島：新山口から広島まで新幹線通勤しており3か月で11万円の赤字である。単身赴任でも良いが家族のためにこの選択をしている。新幹線料金の全額支給を是非やって頂きたい。職場の新幹線通勤者は6％、100名前後いる。何でこんなことになっているかというと、山陽新幹線は300kmでぶっ飛ばす。新山口と広島は130km離れているが30分程度で通えてしまう。10年以上前から要求しているが九州でも同様の状況になってきている。人事院勧告はこれから検討するとの内容だったので追い込みを本部でもお願いしたい。

地理九鬼：定年前に退職し短時間再任用を選択せざるを得ないと説明された事案があった。

神戸海運八澤：近畿地協議長をやっているので今日参加できていないメンバーの代わりになって発言する。紹介議員になってもらうには実態を口で伝えてこそ理解されると思っている。議員事務所訪問を大阪京都兵庫で取り組んでいる。国公労組の体制拡充署名と国公労連の公務職場の体制拡充署名と併せて班分けでやっている。どういった資料を作るか幹事会で話し合っているが、雪の通行止めで2日連続立っていたことを写真付きで説明した。維新の会が兵庫県にも侵食してきているが、そういった所にも実情を伝えて行くことで変わっていくと思っている。平日で2時間3時間かけて喋って帰ってくるだけになるかも知れないがそういったことを積み重ねることで変わってくる。

建設研究機関番場：水道事業の民間委託について、来年度に迫ってきている。移管準備室が拡地方整備局に設置されているが、増員があるかどうかは蓋を開けてみないと判らない。現行の組織が圧迫されて削減される危惧もある。そもそも口に入る上水道の管理は国として必要な業務として厚労省が担当してきた。下水道は自治体がやっており国は水質基準調査だけやっていた。学習会の記念講演で問題点について話して頂き認識が深まった。今後も様々な面から追及を続けて組合として必要な対応を取ることが重要。

運輸研究機関安達：定期大会の参加は20年振りである。独立行政法人は非公務員型で雇用保険は民間法律を遵守しなければならない。私の職場は公務員の定年延長が適用されず民間の雇用促進法が適用される。産総研等では定年延長を採用しているが、同一労働同一賃金の原則が崩れてしまっている。運営費交付金は徐々に減らされている。民間との共同研究等の手段をやっても限界があり、年を追う毎にお金が少なくなり高齢化、雇い止め等でお金をセーブしようという流れになってしまう。国立科学博物館がクラウドファンディングを行ったのは有名だが物価高騰でこういった対応を取らざるを得ない。2016年頃に組織改編があったが、現在では組合員が5名になり運動が難しくなっている。理事長との交渉の環境が整っていない。組合活動が難しくなっている。大同団結の際の経験を踏まえて支援をお願いしたい。

藤田中央執行委員：水道の移管に関する定員の話があった。昨日の学習会でも触れたが、そもそもなぜ厚労省から移管されるのか全く理解できない説明しか受けていない。感染症対策に注力するためとの説明であるがサッパリ理解できない。移管対象としては地方整備局や北海道開発局にも及ぶ。職場内で学習を行い、大幅増員を求めていきたい。公共事業の民営化についても追及を進めて行く。

寺田書記次長：体制拡充署名について補足する。紹介議員が増えてきている。通常の仕事をしながら要請行動をするのは難しい面もあるかと思うが、できる範囲で進めて行くことが必要。来年4月から厚労省の業務が移管される。民営化の足掛かりになることが危惧される。当局を追及するだけでは解決が難しいので国公労連と共闘しながら取り組む。

横内副委員長：運営費交付金が減ってきているとのこと。拡充されないと人員確保が難しい。国立病院でも医療機器をクラウドファンディングで購入したそうだ。うちでもそういうことが可能かどうかも含めてとりくみを検討する。

―休憩―

近畿運輸福井：近畿地協の取組について発言する。地協主催のバーベキューを5月に開催した。青年協と女性協と合同で開催し、当支部からも11名が参加した。東北の青年交流集会には12名が参加した。震災の傷跡等を見て凄惨さを感じ、そこから復興していく人々の力強さを感じた。31支部161名が交流を図れたのも東北の各支部の奮闘によるものであり感謝申し上げる。

北海道航空山本：青年女性の取組における学習宣伝の活動について月1回12号が3号程度の発行に留まっているが、活動を見せることが重要であるので新体制で頑張る。女性の取組については職員同士の相互理解が重要である。女性の取組について参加者が少なく意見が取り入れられているのか懸念の声がある。取り入れることを前提として活動を続けているので各部門での活動の可視化を。北海道運輸、北海道気象の方と話して1月頃を目標に何かやる。決意表明である。

神戸海運薮内：国家公務員の採用試験申込者が減っている。民間の方に取られている。辞職者、休職者が出ている。いいことばっかり言われて騙されたとの感想もあった。遊覧船事故で増員が付いたが欠員状態になっている。係長22ポストのうち17ポストが係員で空きポストになっている。青年が心細い環境に置かれている。新採だけではなくコロナ禍で組合に入ってない方がおり、活動が見えないと言われるので説明会を開催した。今この職場に組合がなくなったらどうなるのか、マイナスが見えるように話した。そういった資料等を準備して頂ければ。

新倉中央執行委員：地方協議会の旺盛な取組とお礼について報告があった。各支部の大きな負担の下、盛大に開催できたことにお礼申し上げる。種をまいた状態なので大きく育っていくことを期待したい。北海道航空からの報告で、女性問題に関する教宣活動の停滞について指摘があった。公務職場の魅力が失われているとの指摘があったが、給与に関して動きが出てきたことを更に推し進め、次の定員削減計画を阻止することが必要。青年問題を解決していくことで理解が拡がっていく。青年集会開催への御礼の発言があった。

東北運輸青柳：実行委員を担当したが、補足というほどでもないが、新採からの復旧復興と海が見える場所をとの本部オーダーでかなり難産だったが産んだ甲斐があった。タオルもデザインしたが手許にあって感慨深い。参加された皆さんに心から感謝申し上げる。ありがとうございました。

羽田航空田中：職場課題に直結しない課題にマンパワーを割かれ脱退に繋がっている。今のままでは組織が潰れると意見している。組合費が高いとの声も根強い。組合費が高いという理由で脱退した方はレクレーション活動の実施ではなく組合費を下げることが必要だと言っていた。青年が脱退していなくなると声掛けする人間がいなくなり後継者がいなくなる。組織拡大3か年計画はこれまでも同様にあったが組織率は急落している。言い訳するのはやめましょう。何年も組織拡大ができていないだけでなく活動できていない支部に活動費が支払われている。これまでと同じような提案では変えることができない。今のままでは衰退する一方だ。

管制竹内：職場討議資料の展開以降、書記長会議の際の提示資料がなく、3か年計画の総括がない。課題への解決策や方向性、具体策については組織全体での議論が必要。全く触れられていないのはどういうことか。財政だけではなく組織存続の掛かる重大な課題である。財政議案書ではなく1号議案に書かれるべき問題である。本部の見解を問いたい。

四国運輸森本：組織強化の部分について発言する。組合活動をマイナスに捉えて活動している方も多い。組合活動に理解がある方も年々減っている。マイナスと捉えて押し付けられて活動していては何も生まれない。後輩に伝わるとなり手がいなくなり組織が無くなってしまう。義理や人情でやっているのだが若い人はビジネスライクなドライな方が多い。組合がなければ今の自分は無かっただろうし、些細な問題でも悩まずに取り組めるようになった、成長できたと思っている。負担な作業ではなくスキルアップするための作業と伝えて行きたい。辛そうに日々活動している姿を後輩に見せてはいけない。かれこれ支部役員を10年くらい続けている。初めて定期大会に参加した際は最年少だった。新たなアイデアや発言や意見を本部でも真摯に受け止めてドラスティックに改善することが必要ではないか。組合というツールを用いて活動させていただき仲間作りでき感謝申し上げる。安藤高広前委員長には大変お世話になった。おおきに。

関西気象蓬台：本日はウェブ参加で申し訳ない。C評価を受け戦いたいので組合に加入して撤回させた事案があった。近畿地方のバーベキューに家族で参加して楽しかったとの声もあった。勝ち取ってきた成果が加入に繋がる。関西気象支部の悩みを聞いて欲しい。組織人員の減少により毎年200万程度の赤字となっており、このままでは数年後に財政破綻してしまう。近畿中国四国と広い領域を持っているのでウェブ会議を活用する。交付金補助金も下げざるを得ない。赤字を解消するには収入を上げるか支出を下げるかのどちらかしかない。組合費引上げで集団脱退の動きが出てもおかしくない状況を肌で感じている。労働組合としては情けないが、書記さんの人件費を削らせていただくしかないのかと考え7月にパートに切り替えて頂けないか相談したところ書記労働組合から申し入れがあり、支部だけではなく近畿地協、本部まで申し入れが行った。財政の問題は深刻、一方的なことはできない。今の書記さんも20年近く働いており当人の思いもある。財政破綻したときにどうするか考えておかないといけない。改めて本部をはじめいい知恵があればアドバイスを頂きたい。支部費は本部費の半額という規定にしており財政で悩んでいる状況からすると若手の引き下げの負担が返って来ている。慎重に考えていく必要がある。

近畿運輸木下：組織拡大について新規採用者への組合説明会でGNP作戦（Get New Power作戦）で20名参加し全員加入した。加入申込書をその場で回収することと、回答は後日でいいとかいうのではなく加入するのが当然だと説明し、頷いている人に入っていく作戦である。10名に手伝ってもらい挑めた。しっかり準備できたのが勝因である。地協開催のバーベキューにも参加してもらった。10月採用者にも同じように対応したい。近畿は移動を伴わない異動が可能だが、この点を担保することについて議事録に残し当局側と共有して支部内に展開した。組織強化拡大に取り組んでいきたい。

建設研究機関東：支部の最近の組織拡大強化について紹介する。26名まで減って組織拡大が急務である。先進的なとりくみを全部やってやろうと取り組んでいる。説明会を対象に懇親会を開催したり、バーベキューのイベントを開催したりして真似ばかりしている。懇親会に参加した未加入者が職場の人間関係に悩んでいるとの話を聞いたので時間を取って話したところ加入に繋がった。切羽詰まって加入に至る事例が3件ほど続いた。真摯な対応が大事である。HPを更新するなど窓を用意しないといけない。掲示板は窓であり入口である。未加入の方が見入っていることがある。更新頻度を上げることが大事である。資料をお配りして配布できればと思っている。岐阜県各務原市の組織がありそこの若手研究者を訪問したが、研究員調整手当という1級者に支給されない手当を誤支給されて何十万も返納させられた事案があった。組合員の悩みを聞く等のケアを行っている。

東海建設横山：組織は危機的な状況にある。組合の存在意義について世代によって異なる。今入っている人は必要、あった方がいいと考えている人が入っている。昔はそれなりに入っていたが、今は組合はいらないという人が多くなっている。1割未満の建設支部だが、かつては5割超だったのが1割未満になっている。役員請負型の組合になっており、何故組合に入っているのか理解しないまま回っていたのがこうなってしまった。これ以上減らないようにするにはどうすればいいのか考えて頂きたい。費用対効果で負担を感じ出すと離れて行ってしまう。外向けにはネガティブな現状の発信をした方が良いのではないか。職場を辞めますという人が出るかもしれないがそれは当局が心配するべきことである。今日掲示されているスローガンも当局が考えるような内容である。

宮﨑副委員長：組織問題に関心が高いと感じている。組織拡大強化について拡大と同時に脱退者を防ぐことも考えている。羽田航空の発言で活動の中身を見直すべきとの意見があった。旧態依然としている訳ではないが理解していただけない。管制からの指摘について第1号議案に記載できず申し訳ないが補足議案9ページに記載している。分会活動の活性化を目指して取り組んでいる。引き続き検討を進めて行きたい。組合活動はボランティアや余暇の活動ではないのでやれるときに一緒にやって行きましょう。組織拡大が不十分な結果に留まっているとの発言があったが、秋にもしっかりやっていただきたい。近畿運輸からは全員加入のノウハウの共有があった。建設研究機関支部から話があったが、掲示板は未加入者や組合に加入できない組織の人の方が良く見ている。全国税の原口さんの件は国税の前でビラを配布すると多くの方が取ってくれる。組織拡大につなげたい。

笛田副委員長：財政の議論を組織の議論に繋げていくために発言する。組合費を減らすと運動量と体制を減らしても要求は減らさないというグランドラインがあればよいが。組合費を下げて欲しいとの意見があるが、下げることが組織拡大につながるとは必ずしも言えない。

四国運輸森本：毎年同じような的を射てない回答であった。役員の負担が大きくて改善できてない。財政破綻よりも先に組合業務破綻が来る。活動が何もできなくなる前にドラスティックに削っていくことが必要なのではないか。支部で必要かどうかが大事ではないか。おおきに。

建設研究機関東：5年前に強制配転させられ関東地方整備局に行かされたが支部に助けていただき1年で帰ることができた。もっと早く相談しておけばよかった。労働組合は自動車の任意保険に似ている。組合に入らないのは車の任意保険に入らずに運転しているようなものだ。脱退する方は労働組合の仕事が大変だと感じているのだと思う。これを言うと番場さんに怒られると思うが後で怒られるつもりで発言する。番場さんの組合に掛けるパワーに若い人が付いていけてないんだと思う。パワーに応じた活動を考えなければならないのかと思う。

北海道運輸鈴木：森本さんの演説は素晴らしい。この動画を切り取ってYouTubeにアップして欲しい。建設研究機関東さんの返納事案について、当支部に新規採用から数年経った職員2名が号俸を間違えられて10万円弱返納した。この2名は組合を脱退した。私が副支部長で入る前に発覚していた事案だった。組合費も多く取っていたかと思うがその分の返納がなかったと話していた。お金に関する問題は何かあったらすぐに対応した方が良い。

運輸研究機関足立：役員業務が意外と多く、公務員労組、独法労組、地域の活動等で合計7つの組織と関わらなければならない。機関誌の配布と印刷をどうするか。仕訳と配布にそれなりの労力が掛かっている。電子化して見られるようにできないか。仕事や子育てしながら組合活動に従事していると多方面に支障が出てくる。

中国運輸山本：入った当初は平和行進くらいで小遣い稼ぎのつもりで参加していた。現場で問題に関して聞いて吸い上げて実現することで職場を良くしていくことに魅力を感じて参加している。組合員の職員に対して目を光らせており、わがままを言える組織だからどんどん言いたいことは言えばいいと伝えている。そのおかげで組織率は100％近い。存在意義を示す方法だと思う。

宮﨑副委員長：四国運輸の発言にあったとおり、役員の負担感も聞こえてきている。全員参加型が必要と思っている。一部の組合役員が請け負うのはしんどいと思う。少しでも負担を分散してやる必要がある。何が妨げになっているかを把握して排除する必要がある。一人一人の組合員に向き合って行かないといけないと改めて感じた。職場をしっかり見ながら取り組みを進めて行くことが重要だ。

―休憩―

後藤書記長：組織強化活性化のために特別任務委員を置いており安藤特任から発言をお願いしたい。

安藤特別任務委員：議長の発言許可を得たが参考発言である。強化活性化担当であるが、組織拡大よりも強化活性化が重要であると話したい。脱退者が出るのは国土交通労組に魅力を感じていないからである。組織拡大で迎え入れる際に誇りと自信を持っていないために迎え入れることができない。しっかりと楽しく明るくやって行くことなくして拡大はできない。先程の議論の本質に戻すが、時代というワードが出てきた。私は明日退任するが、持ち時間2分しかないので今日話すが、12年前に国土交通労組が立ち上がったが、東日本大震災でがんばろう東北、ということで社会情勢として絆の取組が生まれた。国家公務員の労働基本権制約の代償措置たる人事院勧告を無視して一方的に政府が給与の切り下げを行ってきた。当時の民主政権が生まれていた中で地方支分局の廃止、空港の民営化という公務破壊が進められようとしていた。我々は新しい時代に新しい組織で新しい運動を構築していくんだ、絆の時代に団結して取り組んでいくんだとの意思で団結した。規制緩和、市場原理主義、自己責任論が台頭していたが、個人責任、個人主義が蔓延していった。そういった中でコロナ禍でソーシャルディスタンスでバラバラにならなければならなくなった。それをこれから変えていかなければならない。時代に応じた運動をしなければ魅力ある組織にならない。その上で今の時代がどういう時代なのかを踏まえてどう運動していくべきか意思統一すべきではないか。組合幹部がほとんどだと思うが、たいへん悩んでいると思う。そういう時に思い出して欲しいのは、全建労の委員長の荒川正雄さんが困った時には組合に行けと言っていた。しっかり聞くことが大事だが、それは指導部が迷ったときである。迷わずに聞くと組合費が高いと言われたときに生活条件の改善のためであれば平和運動するなと言われる。労働運動を義務感でやる必要はないと思う。日常業務が忙しければ捌ききれない。やれないことを無理してまでやる必要はない。各支部の裁量でやって行く判断をすればいいと思っている。義務感でやって行くと暗い顔になってしまう。悩みが喜びに昇華できる経験があって仲間のためにひいては自分のためにとりくむことができる。その時代に合ったとりくみを進めていくことができる。おおきに。

羽田航空田中：原水爆禁止世界大会についてホテルが取れなかったため参加を見合わせるとの記載が連絡文にあった。毎年やっていることなのに何をやっていたのか。私はそのとりくみをやっていないが、本部が支部のとりくみを踏みにじったと感じている。本部は平和への思いが足りてないのではないか。しっかりやってください。

宮﨑副委員長：反論の余地がない。この3年くらいとりくみをやっていなかったのでどうしようもなく、このような結果になってしまい申し訳ない。同じ間違いを繰り返さないようにしたい。

九州港湾空港仙道：国土交通労組のLINEでご存じかと思うが折り鶴を献納してきた。台風直撃もあり、熱中症対策もあり、健康第一を考えて車移動等も含めて開催した。来年は広島である。頑張っていただきたい。

―1日目終了―

【資格審査】
代議員97/119、中央執行委員16/16、会計監査委員0/2で大会成立。

【議案討議】
四国運輸田中：四国ブロック国公の議長は全法務出身であるが3期務めており当支部に打診があった。香川県国公の担当を充てようとしたが年明けに体調不良で難しくなった。昨日の安藤前委員長の話もあったが、義理人情の世界ということで私が受けることになった。労働条件改善について人事院としっかり対峙していくことが重要。国土交通の窪添さんや岡部さんなど大先輩がいるので胸を借りるつもりで頑張っていきたい。決意表明である。

建設研究機関番場：うちの東書記長から私に怒られるとの発言があったが一切怒っていない。昨年度までの大会では独法シンポジウムの記述が何かしらあったが今年度は方針部分からも記述が消え去っているのはどういうことか。シンポが開催されたのは研究機関が全国に分散して集まりにくいので、広くアピールする意味で全国シンポを開催し、第1回は建設、その後他分野にも拡大して開催してきた。昨年5月に第3回を開催し大分成功したのではないかと考えている。具体的な開催日程は詰めるとしても一言も記述がないのは認識が変わったのか。実行委員を送るとともにシンポ成功のために奮闘してきた経緯がある。知識経験を的確に継承できるのか不安点がある。本部の見解を伺いたい。開催形式や隔年開催にこだわっている訳ではない。今後の独法に関する取り組みについて補強をお願いしたい。

宮﨑副委員長：四国運輸田中代議員から力強い発言があった。ブロック国公県国公への結集は非常に重要で、その中で国土交通の仲間が頑張って頂けるのは非常に心強い。

横内副委員長：独法のシンポジウムについて議案書の記載がない点は、今後も継続して実施することを考えているが、認識が足りず記載が漏れていた点をお詫びする。引き続き取り組んでいくことは間違いない。運営交付金削減で業務への影響が大きく国民生活にも影響があることを一般の方々にも知っていただく目的で開催しており第3回も成功裏に終わった。4回目は新たに実行委員会を立ち上げるので引き続きよろしくお願いいたします。

中国港湾空港永安：若干長くなる。今回補足議案集の組織強化拡大に向けての部分で支部組織体制確立のため重点対策支部となったことについて発言する。第3港湾建設局と第4港湾建設局が分割して一緒になり中国局となった。中国局の職員は近畿や九州からの出向者が多い。他支部より組織率が低い状態であり、役員の定着が難しい組織であった。局間移動により組合を離れる職員も多かった。国土交通労組になっても役員が定着せず、委員長が2年前に自己都合で退職して以降、役員体制もままならない状況になった。支部役員も私が一人で対応している。この1年間、2023年4月に4名となってしまった。4月期の異動で管理職昇格や脱退等があった。本部オルグや分会オルグ等の話もあったが業務多忙と体調不良によりままならなかった。大会に向けて九州港湾空港支部の支援を受け、私とオンライン参加で2名の参加を出すことができた。この1週間の間に転入者や元組合員に声掛けして2名の加入があった。今後も声掛けを実施していく。支部大会も9月末までの開催を目標に進めて行く。最後にこれは私の思いだ。支部代表者会議において組織再生の道筋が立たない場合は支部から除外した扱いを念頭に置いてとの記述は私に重くのしかかり、厳しいもの、最後通告だと受け取った。この短い期間でできるのかと思った。しかし昨日の本部説明を受け、誤解を招く表現であったとの説明を受け、本部の不退転の姿勢を示したものとの説明を受け、納得した。ご協力をよろしくお願いします。

九州港湾空港仙道：併せて平和運動関連の発言をしたいと思う。平和について改めて考えて頂きたい。鹿児島県の種子島の横にある馬毛島をご存じだろうか。種子島に西之表港湾事務所が33名の事務所として発足した。組合員が一人そちらに出向いているが、一人で分会体制を構築するのは難しいので、拡大にとりくみ3名になり8月に分会が発足した。馬毛島は防衛省の委託を受けて港湾を作る業務を担当しているが、軍用の港湾整備を担当させられている。JVの落札金額は2000億円である。やはり軍事力が必要だとの意見もあるが、ウクライナ紛争を見ると一度戦争が起こればどうなるかは一目瞭然かと思う。ILO（国際労働機関）では、平和でなければ労働条件を守ることはできない、世界平和と労働者の生活を守ることは一体であると言っており、これを認識して欲しい。戦争しろと掲げている労働組合はない。人殺しの加担をしていることは他人事ではない。やってはいけないことであるとの認識で様々な組織が支えている。イラク戦争の時にも組合が平和運動することへの批判があったが、私たち自身が生活をする上で必要だから平和運動をたたかうのだ、という観点で認識して欲しい。本題の組織の話をする。今日は9月11日だが、第1回定期大会が行われた。わざわざ当時の議案書を持ってきた。表紙の裏には規約の頭の4項目が書かれているが、今は書かなくなった。ここに書かれた規約のような思いで結成した組織である。国土交通行政は公がやらないといけない。12年目を迎え、子供で言うと小学校6年生である。今後旅立つ節目、組合の12回目の誕生日である。現在ビッグモーター、ジャニーズ問題がある。ビッグモーターはパワハラ、ジャニーズはセクハラである。果たしてこの会社に労働組ってあったのだろうか。労働組合が事前にチェック機能で止めていればここまで大事にならなかった。声を挙げなければどうなるか。会社が叩かれたが、名刺を出してもレッテルを貼られて何もできない。会社のチェック機能でおかしいことはおかしいと言わないとダメになってしまう。NHKは市民の皆さんの声を聞いていたが、労働組合の権利として職場がなくなるのを阻止する戦いをする権利がある。おかしいことはおかしいと言わないと判らない、と九州港湾の故山川委員長が言っていた。国民救援会が過去に扱った事件があるが、労働組合は法律で守られていると思うかもしれないが労働組合活動をして以前は捕まっていた。それに対して困っている人を助ける義理はないと言っていた（ここで議長より発言制止）。

宮﨑副委員長：言葉の丁寧さを欠いている点を本部としても反省している。一緒になって再生するのだというつもりである。除外と書かれていてギラついて聞こえるが、排除の論理ではなく支援の立場である。防衛省のキナ臭い業務が回ってくる現状があるが、安保法制に反対する中にはナショナルセンターが異なる組合も含まれている。職場の声を汲み上げていきたい。

関東港湾後藤：先の九州港湾空港の仙堂さんの話は時間の関係で言えなかったので私が話す。補足議案の下の4行の話をしたかったが前振りが長すぎて話せなかったので私が補足する。部門でもいろいろ議論してきたが、異動の多い中国港湾空港、いよいよ来たかと思った。来週にも2名増える、さらに増やせば10名…とそこまで簡単にはいかないが、除外ではなく一緒に頑張っていきたい。頑張れという形で見ていただければと思う。コロナ禍で組合員が100名減った。管理職で抜ける人が多くなっている。悩みに応えられる組織に変わって行かないといけない。新人に話す中で理解はしているがどう付き合っていくか詰めていかないと仲間が増えて行かない。署名は7名で50筆しか集まらないが、仲間になってくれる人がいるのではないかと思う。汗もかくので労働組合運動を作り上げていく。この後も発言があるかも知れないが。

東海建設横山：強化拡大するためには要求と強化拡大がリンクしなければならない。提案だが、求めている要求の中で組織の増員について各職場で何人増員することが必要か掲げてはどうか。どの職場でも人が足りない。増やして欲しいと思っている。組合員でも非組合員でもそう思っている。職場の中でも共有できる項目であり、未加入者にも訴求できるのではないか。叶わなくてもそれは当局の責任である。充足感も得られる。組織強化にもつながるのではないか。

東北航空西田：一人分会を経験した。少人数分会での脱退者が出るのを見た。少人数分会は休会扱いにして負担軽減を図ることも必要ではないか。

九州港湾仙道：中国港湾、関東港湾からも話があった。字面で書かれると文章として残る。除外とはどういう考え方なのか。再生の道筋が立たない場合とはどういうことか。除外はふさわしくないのではないか。仲間を助ける点で適切ではないのではないか。省庁再編、12年前本当に大変だったことは各部門新聞にも書かれている。九州気象支部の故冨安委員長は大同団結を見ることなく亡くなってしまったが、統一して良かったと思える組織を見届けて欲しいと私は託された。いろんな形で頑張っている。組織を是非大きく育てたい。

航空管制竹内：昔話をしたい。全運輸の中央労働学校に20代ギリギリで参加して、安藤書記長から講義を受けた。労働組合は3つの領域でたたかう、経済、政治、思想で闘争する、政党からの自由、組織拡大などを聞いた。組織拡大については失敗していると言わざるを得ない。組域拡大3か年計画2年目であるが組織率低下に歯止めがかからない。宮﨑副委員長から活動の中身を全体的に見直す必要があるとの答弁があったが、どの費用をどう見直すのか航空管制支部では具体的な話を求めている。本部も反論するのであれば意義を説明して欲しい。組合民主主義で決めていただきたい。組合がなくなってしまうと困るがこのままではなくなってしまう。上がってきた意見に対して必要なら必要だと具体的に議論して検討して結論を出して欲しい。

宮﨑副委員長：中国港湾空港支部で支部の体を成せるのかと思って書いている。一緒にやっていくんだというつもりは変わらない。職場の中で何人必要なのかを掲げるのは分会要求等で上げるのは良いのではないか。職場点検して要員の要求していくのは良い事だと思う。少人数で負担が大きいことは承知している。分会を休会扱いするとはこの場では言えないので相談して個別に対応して行くことではないか。除外と書いたが排除の論理ではない。各費用の金額について必要かどうか毎年点検して出している。

東海建設横山：補足議案については訂正してくれと言っているのでそうしないと話が終わらない。各単組に任せるのではなく統一の運動としてやってくれと言っている。

航空管制竹内：行動や加盟の話は具体的に説明するとのこと。行動や会議費の詳細について説明し、何処にどういう風に分配して行ったら組合員が納得してくれるのか考えて説明したい。

関東港湾航空後藤：排除の論理でないのであれば最初からそういう風に書くべきである。最後の4行は採択から外して欲しい。

九州港湾空港仙道：再生の道筋が立たない場合とは何か、これに対する回答がない。

―休憩―

後藤書記長：4名から発言をいただき急遽緊急の中央執行委員会を開催した。下から2行目の記載については除外ではなく見直すと修正したい。誤解を与えて申し訳ない。東海建設横山代議員の増員の提案については工数を出して要求する議論をしたことがある。具体的に職場ごとに検討して要求することがより説得力があると思う。統一的な運動として検討していく価値があると思うので執行部内で検討していく。財政議案は総務財政部と検討して議論して出しているがより今後は具体的な説明ができる資料を用意したい。

九州港湾空港仙道：支部組織から除外した扱いをどうするということか。

後藤副委員長：「支部組織から除外した扱いとする」から「支部組織を見直す」としたい。

議長：第2号議案に関する発言はなし、第3号議案について。

北海道運輸鈴木：エキサイトしているが支部名氏名を名乗っていただきたい。組合費はむやみに減額すべきではないと理解しているが、9月に支部定期大会を開催した際に新人層の組合費の減額を行った。もともとの組合費は新規採用者は4,000円くらいで、給料を倍くらい貰っている我々は5,500円くらいである。理解はあるけど抵抗があると聞いたので減らすことにした。1/5減額すると4人に1名増やせば賄える。3年まで減額を続けて支部定額分を0に、1級職員は半額にする措置をし、新人で3,000円くらいになった。これによってどれだけ拡大できるか判らないが、組合費で躊躇している声はあるので、まずは入ってみるという気持ちにさせることから始めたい。

笛田副委員長：減額して加入者を増やすことについて、机上の空論であるので、減額が武器になるのかが正念場になる。減額は一つの武器であるが、減額以外についても武器としてどう活用するかを議論していきたい。

九州航空森田：予算が5000万円減る状況になっている。人件費が1億5000万、行動費や旅費が目減りする。予算を削るために行動を弱めざるを得ないという所が実情かと思う。2024年度に向けて人件費を半額の7000万円に抑えて頂くとともに行動を起こして頂きたい。行動に連れて行くと目覚めてくれる。組合活動がどういうものなのか気付きを与える方向に持って行けないか。

笛田副委員長：人件費が半分を占めている。収入が減ると悩む。運動するための体制が必要である。行動に連れていけなくなるのは心苦しい。その先を見越して悠長に見ている場合ではない。人件費をどう考えるか。触れない訳には行かない。支部からの意見を積み上げていきたい。

本省添田：笛田さんの答弁を聞きながら思う所があったので話す。人件費は必要経費であると思っている。本省なので組合室を覗きに行くと夜遅くまで残っている。人件費を削っていくと国交労組として給与を削るというのはないと思っている。本部の肩を持ちたい訳ではないが、本部も必要な物は必要と声を大にして言ってほしい。

九州運輸玉田：初めて本部大会に参加して様々な問題を肌で感じた。資料を見ると数字に目が行く。組織率は九州は高いなと感じたりした。取り組みの集計表を見るとゼロが多くないか。せめて1を。組織強化オンライン会議も抽象的。より具体的な組織活性化について提案していただきたい。

九州建設佐藤：会議の在り方を問いたい。本部が提案して各単組支部が質疑というのは昔のやり方。九州建設は班別議論をやっている。個別対応だとなかなか前に進まない。良い報告、悪い報告を共有できる会議の在り方を検討してはどうか。一方的にしゃべると動けないのでみんなで喋るやり方はどうか。

宮﨑委員長：表にして改めてみるとせめて0を無くそうと思うが、引き続きとりくみ強化をお願いしたい。本部によるオンライン学習会などで交渉のやり方などについてなどを話したりなど、要望を反映したい。会議のやり方についても同様。新たな提案等あればまた話して欲しい。

沖縄気象大城：昨日お願いした物販はまだ残っている。昼休みにも販売する。

―休憩―

【総括答弁】
後藤書記長：お疲れさまでした。いただいた発言は個別に回答しているので一定答弁する。今回初めてパワーポイントで実施する。合計157名参加した。発言件数は49件あった。冒頭沖縄気象支部の大城代議員から発言があったが女性交流集会も物販も無事完売した。新幹線通勤については九州での奮闘で人事院勧告での検討を引き出した。定員外職員の雇い止め問題については新たな運動を構築していくことも必要。高齢期雇用問題についてはアンケート結果を踏まえて交渉強化を図る必要がある。体制拡充については定員合理化計画の撤廃、技位に要請での言及が必要との言及があった。水道事業の話があったが、民営化は住民の反対で阻止された状況等もある。水道事業には厚労省の措置で外国企業の参入が困難になっており、こういったことが国土交通労組に移譲された背景にあるのではないか。青年女性ニュースが発行されていない問題は度々大会や中央委員会でご指摘を頂いている。本部内での対応が不十分であるので早急に対応する。組織強化について大の議論が集中したが、本部として提案できていない部分があるのは事実なので改めて提案できるようにしていきたい。安藤特任から発言があったが、必要な観点を踏まえながら組織活動を続ける必要がある。夏の甲子園で慶応が負けて仙台育英が決勝で負けたが、慶応は坊主刈りにしないなど周囲の学校と違うことをやっていた。自分たちが日本一になれば何かが変わるだろうと思っていたと大村主将が言っていた。平和運動について羽田航空の田中代議員からお叱りを受けた。九州港湾空港支部の仙道代議員から発言があったが折鶴献納していただき感謝する。中国港湾空港支部の永安代議員から組織再生に向けた決意表明を頂いた。補足議案修正等あったが、仙道代議員から熱い訴えがあった。いろんな場で発言していただいているかと思うが会議運営にご理解いただきたい。点検表でとりくみ集計表がゼロになっている点に指摘があったが、手間暇かけずにできる取組等もあろうかと思う。弁当手配は安藤特任が担当した。手が足りず本部役員手伝えと言った際に北海道運輸の方が自主的に手伝ってくれた。全員参加型の運動ができればと思う。困難の先には道が開けると私が好きなアイドルグループの歌詞にもある。銚子電気鉄道の社長の発言を紹介する。回答等至らない点もあったかと思うが気持ちを一つにして新たに頑張っていきましょう。

【資格審査】
代議員108/119､執行部16/16､会計監査委員0/2で成立。

【議案採決】
第1号議案：賛成多数で可決
以下保留に対する意見
北海道航空森田：丸々賛成ではないという意味合いでの保留である。バランスの問題。
羽田航空田中：組織拡大について具体的な議論が必要。羽田が求める内容ではない。
航空管制竹内：組織拡大強化で財政部から回答をいただけるとのことだが答弁が具体的でなかった。

第2号議案：満場一致で可決
会計監査報告：拍手承認
第3号議案：賛成多数で可決
以下保留に対する意見
九州航空支部森田：先程の発言のとおり。これを機にしっかりと見直しをして頂く布告としたい。身を切らないといけない。元手となるお金がないという点を残したく保留とした。
西日本航空支部嘉陽田：今日は支部代議員として来ている。本部費何とかしろという点を支部組合員から言われてきた。減額ありきではない、10月再度討論するとのことだが、支部に対する納得のいく答えが得られなかった。

【役員選挙】
合計107票、棄権1票、全立候補者過半数で選出。

【機関誌コンクール】
石井中央執行委員：定期発行を対象に6月までのものを審査した。定期発行部門、速報紙部門、教育宣伝部門、SNS部門を選出した。公正かつ厳正に審査した。34作品の応募があった。各支部に月末に冊子体で送付する。一番重要なのは見出しだと言っていた。労働学校では機関誌作成ワークショップを実施した。

定期発行部門：最優秀賞：四国運輸「かけはし」
速報紙部門：最優秀賞：近畿建設「プールかわら版」
教育宣伝部門：最優秀賞：北海道運輸「新規採用者宣伝ビラ」
SNS部門：最優秀賞：東京気象「東京気象支部Twitter」

【退任挨拶】
新倉中央執行委員：2分時間厳守である。2年半中央執行委員を担当した。ちょうどコロナ禍であり、リモート参加でiPadの画面を見ながら支部委員会で中央執行委員に選出された。色々な経験を担当させていただいた。最後の年度で若手の待遇改善ができてよかった。

門田副委員長：涙の新倉君の後で恐縮だ。先程の保留で変な汗をかいてしまった。青天の霹靂の話をしようと思っていた。例えば急に給与を返納しろと言われることがある。過去に航空保安大学校から関西航空への異動で発生した。今後この詳細については基幹会議で報告されることと思う。1年ちょっとの中で前進している。今後は支払われるように改善される。とりくみで動かない山を動かせた。旅費法、宿舎法など説明を受ける中でもう無理かなと思っていた。航空部門だけでは乗り越えられなかった。経験豊富な他部門のメンバーや尾林先生の助言により改善できた。3年間どうもありがとうございました。

吉岡副委員長：国土交通労組12年中7年担当した。役員、元専従の皆さんと熱い議論をさせていただく中で熱い繋がりができた。前半は道州制の動きがあり各市町村の首長さんと懇談した。道州制も撤回させ、船の整備も叶った。組織率を低下させてしまった点については申し訳なく思っている。北陸港湾空港支部に戻り支部の中で頑張っていきたい。

宮﨑副委員長：今日退任である。僕にとっては3回目の節目の火である。9/11は部門委員長選出、国交役員選出、退任である。節目で誰かを亡くすことが多いが、体調に気を付けて過ごしたい。役員を通じて交流できてよかった。こんな仕事をしているのかと労組の裾野の広さを感じた。38年間気象庁で働きうち10年くらいは組合で働いた。若い方に頑張っていただきたい。ありがとうございました。

安藤特任：12年前に腕章をはめ、12年後に外すことになった。次の執行委員長が誕生した時点で昇天するつもりでいたが特任として2年間在籍させていただいた。話すと長くなるのでベルをチンチン鳴らされるので掻い摘んで話す。大会前夜に羽田の委員長からあんた誰と言われた。私は今大会の運営の弁当班であった。本部手助けしろと言ったとき、北海道運輸の菅野さんが咄嗟に来てくれてあんた誰と思ったが、運輸部門の慰労会で、苦しんでいる人、困っている人に手を差し伸べることを実践していただき感動した。2日目は九州運輸と関東運輸の方が頼んでもいなのに来てくれた。菅野さんは10年後20年後に中央執行部でご活躍いただけると期待している。中国港湾空港支部だけの問題ではない。宗教が買って申し訳ないが、神は乗り越えられない試練は与えないという。必ず試練は乗り越えられると思う。今日この日で腕章を外す。（外しながら安藤コール、アンコール）命令はしていないが指令はした（笑）。

山﨑委員長：退任される皆様、厳しい辛い業務だったかと思うが、本当にお世話になりました。お身体に健康に気を付けてお過ごしください。昨日から喫緊の課題について議論し補強された。魅力ある組合を作っていくことが拡大に繋がっていくように思う。これから1年間このメンバーで仕事を続けていくことになるが、皆さんの運動があっての労働組合である。このメンバーで一年間よろしくお願いします。

【人事承認案件】
賛成多数で承認

山﨑委員長：吉原さんには全労連青年部の青年部長も担当していただくことになる。ナショナルセンターの中央で働いていただく。激励の意味を込めてご紹介する。

国交労連笠松書記次長：お疲れ様です。安藤さん大変お世話になりました。資料の中に本の紹介を挿入している。一人一人の頑張りが大きくなって来ている。吉原さんは全労連の青年部長となるが、1989年以来、全運輸の松浦茂樹さん依頼になる。吉原さんから決意を語って頂きたい。

国交労連吉原中央執行委員：国公青年フォーラムの委員長もさせていただいている。専従というのもよく理解せずに室蘭から飛び込んできたが、得るものが多かった。経験を積むために声掛けをお願いします。

大会宣言：拍手承認
スローガン：拍手承認
議長団解任

【閉会挨拶】
横内副委員長：3日間お疲れ様でした。組織拡大はなかなか厳しい。声掛け自体ができていない状況下では何をやっているのかもわからないまま悩みを抱えたまま組合を辞めて行かれる方が出てしまう。運動や取り組みを伝えることも重要であると思うが、活動が見える体制が取られていることが望ましい。機関誌の配布掲示だけでも違うのではないか。国土交通労組の強みは様々な職場がある所だが横の繋がりが足りていないのではないか。サブスローガンにある通り支えあっていく必要がある。処遇改善のためにも支部分会が本部と一丸になってがなることを確認したい。おおきに。
[bookmark: _GoBack]―終―
